
島田市手盛教育推進事業　事例紹介 

島田市ペアレントサポーターの 

活動について 

鸞州曇酬棚 

ペアレントサポーターの成り立ち 

・平成11年度一　子1てサポーターを委■ 

・平成17年度～　手1てサポーター暮成れ座を開催 

・平成21年度　　ペアレントサポーターに名称をtモ 

・平成27年度　　ペアレントサポーターを2チームに■成 

ペアレントサポーター　年間計画
（平成27年度）
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島田市ペアレントサポーターとは日・。 

・■田市が妻■ 

・子1てに鞘することやしつけについての相談 

・零度教書に関するサポート 

－ 
身近な先輩ママ 

親学講座について 
＜ttt事＞ 

①市内全小筆義（18枚）書対tに■事■■■や人事Rqtで賽▲する． 

②ttttサポートチームが担当する． 

③子どもと共に■■していこうとする■の憂事と手どもたちのtかな心の 

t丘を中ること壬ねらい、アイスブレイク、失■エピソード、★t体■藍 

嗜）塵当サポーターは、15分冊のプログラム喜作虞する． 

⑧鼻白のプログラム象もとに、■事ノート書活用して■tする． 



く詳細（10分）＞ 

・良いことを教えましょう（3分） 

↓ 

・基本的生活習慣を教えましょう（3分） 

↓ 

・親子のわかりやすい 

コミュニケーションをとりましょう（3分） 
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つながるシートを活用した 

学習会について 
＜取組薇手＞ 

（p市内18小学校の手島教1筆牡で開催 

②フアシリチーターは、手島熱雷サポートチーム 

③■のつながるシートを活用 

＠事前に準■シートを作成する 

⑤親同士の学びや1ちを支え、乱同士つながり交流を深める取組 

親学講座15分間のプログラム 

く導入（3分）＞ 

・あいさつ　自己紹介 

↓ 

・今日の目的 

↓ 

・アイスブレイク 

↓ 

・親宇3つのポイント 

＜ふりかえり（2分）＞ 

・親学3つのポイント 

↓ 

・勇：気　づ　け 

↓ 

・連　絡　先 

↓ 

・おわりのあいさつ 

親学講座　感想（綿小筆校より） 
・手広教書の大切さや千度の果すべき役！剛こついて、 

学校外の方からお托いただけることが効果的だと思い 
ます。 

・はじめにアイスブレイクをしていただき、緊張が解けた 

のか初対面の保護者同士が和やかな雰囲気の中で 

講座が進められてよかった。 

・ペアレントサポーターの実体♯の指にホッとする保雄 

者が沢山いると思います。 

・15分間の短時間ではありますが、入学前に書鹿で覿 

として心凱ナておく大切なことを話していただけるので 

親の教書力の向上に役立っていると思います。 
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子育て広場について 
＜取組概要＞ 

①市内3ヶ所で実施 

金谷公民♯＝第1．3水咋日　　六合公民館＝第乙4金曜日 

島田♯一中学校地ヰ連携圭：ヰ遇木t日 

②手書で広場チームが、子1て広場スタッフとなり開催する。 

③おもちゃを仲立ちにして、親子や蓼加者のコミュニケーション 

を図る 

④その他 

中竿生ボランティアの受け入れや書虹科授業の実習体験 

地域医療を支援する会による出前よ座の間俺 

家庭教育講座一覧 

・初めて0歳児をもつ親の講座 

・乳児をもつ親の講座 

・幼児・児暮をもつ親の講座 

・親子ふれあい講座 

・小学生をもつ親のホ座 

・思春期の子をもつ親の講座 

・家庭教書講演会 
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つながるシート学習会参加者　感想 

「赤ちゃんふれあいタイム」について 

＜取組書手＞ 

僅学校の櫻井の一環として、中学甘年生を対暮に実施 

②中学塵が赤ちゃん牧子とふれあうことで命の書きや書換の 
絆の大切さを感じ取り、親への感触の気持ちや書換闇係を鼻 
証す機会とする。また、地域ぐるみで子1てをする基盤づくり 
の一歩として進める。 

③手書て広場チームが、中学生と赤ちゃん親子をつなぐ役割 
を担当 

ご清聴ありがとうございました。 
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